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　5月10日（月曜日）
　船は朝早くカヤオ港外に到着．甲板上から眺めると，サン・ロレンゾ島か
らラプンタ町の家々，それからカヤオの奥にはリマ市の建物などが朝霞の巾
から見えて美しい．パナマ以南では流石に第一の勝景である．
　船は9時に岸壁に着き，すぐ多激の出迎えの人々がタラツブを上って來て
下さった．中にサンマルコス大學理學部長ガルシや博士（ペル1口食準備委
員長）共の他3人（ロセンブラト，モスタホ，ロサダ）の教授たちも居られた
ので，今までの書面等の厚意に封ずる感謝を述べ，早速，當地に於ける準備
委員會の活動三具や，諸外國から観測隊の來否のニウス等を聞いた。今まで
來意を通知して調てみるのは我が日本と米國とだけである由．
　まもなく自分は下船し，先づカヤオ市の日本人小時校生徒たちの出迎えを
受け，それから途られてリマ市に着き，サン・マルチン廣揚に面するホテル・
ポリ1ブの第203號室に入った．
　宿に少憩後，11時に帝國公使館に藤村代理公使を訪ね，挨拶と共に，今後
の打ち合はせなどした．又，16時ノ1≧にはサンマルコス大回を訪ね，ガノレシや
理學部長を訪ねて挨拶し，地口により日食地の調査財況等を聞v・た．又，大
半の要求により，自分は近々に天文講演をすることを：承諾した．
　船からの荷物は公使館の吉方氏の御世話で無槍査で運び込まれた．又，今
後，内外公私の通諜については，公使館と申日會の厚意により特に橋本實君
が毎日世話して下さることNなる．一案に相違して，當地のインテリケン
シや耽會にも英語は殆んど通じないらしい1
　5月11日（火曜日）
　朝10時，ホテルにロセンブラト教授來訪．出教授は昨年ポ1ランドから當
地に招かれ，サンマルコス大工で天文學と地球物理學とを講義してゐられる
八であるが，專門は数理天文學で，盛んにアィンスタインの相封原理の興味
を言はれる．英語が可なり通じる．
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　13時字，クラグ・ナショナルで藤村代理公使がt催となり，自分のために
歎迎午餐會が開かれた．ペル1側の學者や官吏や記者共の他の有力者，それ
に申円弓長始め4－5人の日本人も加はり，聞耳30人ばかり，誠に．なごやか
に打ち解けた愉快な會合であった．米野晒の・先着コルフ氏も列席せられたの
で，同除の様子も略ぽ知れた．一一一一一一米國の專問天文家の1除はロスアンゲレ
スで聞いた通り，ワシントンや，マコ1ミクや，ヰルソン山等の各天文壷か
らの混成除で，遠く鷺洲沖のエンダペリ島に向つたのであるが．此のベル1
鎗概協詫
i搬：犠慈．
（????????
にやって孕る米國除といふのは，グレ1ス商船脅1吐後援の下にニウヨ1ク市
の理學博物館のヘイデン・プラネタリウムが1三催するもので，（．：フイシや博
士を群長とし，4ケ所に別れて，ペル1國の各所に観測黙を選ぶ筈だといふ．
　17時，サンマルコス大回理學部に於けるH食委員會に招かれてtti席した
一一､の野州前，ガルシや博十等に案内されて，別宝にある口径13糎の赤道
儀望遠鏡を見た．聞けば，之れは昨年ドイツ國ツァイス會暦1：から購入したも
のであるが，主任教授が死去されたので，一荷のましになってみるものであ
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る．細かく見た所，可なり優秀な器械で，眼覗望遠鏡としての部分品も悉く
備はり，立派なものである．適言な場所に据え付ければ，良い研究成績を畢
げるだろうと思はれる．一一一日食委員會はガルシや博士を座長として開かれ
たが，少々意外にも，之れは全く日食及び槻測地に關する自分の意見を聴か
れる會合となって了つた．それで，自分は（横山氏の通課で）忌揮なき意見を
述べ，今まで此のH食委員が1三に氣象學者の意見を基とし，中心線に近き，¶
成るべく高い山地を求めてゐられたに封し，自分は寧ろ太陽の高度角の重要
性から立脚して，ペル1北部の，トルヒヨ市附近を再調査する必要を主張し
た．其の結果，教授モスタホ．博十とエリクソン博士（リマ地理門門會員）と自
分と，3人が近日中にトルビヨ市に出張することN決定した・
　いろいろ自分のため御世話下さった細川通諜官は今夜カヤオ出帆の樂洋丸
で，アルゼンチン國ブエノスアイレスに赴任せられる・
　5月12日（水曜日）
　朝6時起床，昨夕大學から借りて來た日食の明細地圃の一部を爲し取り，
今後の調査研究の資料とする．
　昨日，大學で見たn径13糎の屈折式赤道儀望遠鏡が，近く皆既日食を迎え
る當國の天文界多事の際，全く荷解きしないましにして，結局これを此の際
誰も蓮用しないことになるのは，學界のために非常に労いものである．そこ
で，自分は今日14時ノドに大學に赴き，ガルシや學長は講義中であったので，
書記官ソラ1り博一けこ面會し，（早坂氏の通諜で）この際，かの13糎望遠鏡を
中心として，ペル1國の日食観測隊を組織されんことを熱心に薦め，其の實
際方法其の他については，自分は出來るだけ御助けをするが，しかし組織や
形式はどこまでも猫立の槻測隊として，ベル1國の名轡のため，又，此の國
の天文學史の第1頁を飾るものとして，今同の日食を，只，日本や米子の遠
征隊の擬測に委せたま曳にせす，ペル1國の學界も亦槻測の成果を直接に獲
得せらるNやうにと，説明した．ソラ1リ博士は自分の貫意を良く了解され，
要約を書き留めて，後刻ガルシや博卜等に相談するやう約束された・
　16時，リマ市の日本入小學校講堂に於て，主として各地から集まった學校
教師諸氏に，今同の日食に回する講演をした．
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　18時，特に大統領ペナ井デス閣下に謁見を許されること、なり，藤村代理
公使同道，挙国して政聴に行った．講見は約10分聞で，遠路來秘の勢をねぎ
らはれ，日食槻測の成功を照ると共に，出走るだけ便宜を図る旨，懇切なる
言葉を頂き，3人記念篇眞の撮影する無主を獲た後，‘‘ユ昌ゾ1サル”のマ
クリ1ン氏の案内で，宮殿の美々しい各窒や，國覗ピザロ將軍の居住のあと
等を見，19時過に宿に蹄つた．
　5月15日（木曜日）
　早朝5時にS氏方に招かれて，母國日本からのうヂ口添逡を題v・た・
　9時，大病からガルシャ，モスタホ，ロセンブラト3教授がホテルに來訪せ
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られ，昨日自分がソラ1リ博士を通じて渤めたペル1國の日食観測除組織の
件につき，大壁は欣然として此の勧誘に從ひ，教授2名と越生3名とよりなる
槻甲唄を至急に組織すること，ついては，無経験の者なので，今後も特に協
力援助を希望せられ，自分も大に満足して，助力を諾した．
　ついては，かのロ径13糎赤道儀には，立派な自働装置があるので，之れに
適當な天文カメラを付けたならば，コロナの爲眞撮影が出謬ることを考へた
ので，早速，佐藤為導師に依頼し，市内で手頃の望遠レンズ1個を購求し，
之れを犬文カメラに組み立てることにした．之れには會々池山壽夫氏の厚意
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとはだも加はり，すべてペル1除のため，一致して一肌脱ぐ心となった。
　11時，立石氏の案内で地震立者ヨナ老翁モが來訪された・ヨナ博士は1924
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年スペイン國マドリドで國際測地學地球物理學同盟第2同繕會が開かれた時
に代表として出席した仲間であるが，3－4週間のマドリド滞在中，或る日，
妻英子がヨナ榑士の令嬢に日本服を着せて，共に爲眞を撮ったりしたことが
ある．共の篇眞を今こしに博士は持って來られたので，驚き，且つ：喜んだ．
　正午12時，藤村代理公使の案内で，勧業大臣に謁見，叉，17時孚には司法
文教大臣に謁見した．何れも，日食観測のため遠來の自分に封し，厚意と友
情とに回れ，勧業省は吾等の器械をリマからトルビヨまで飛行機で運搬され
る意向である．
　5月14日（金曜日）
　朝10時，フオセト會肚の飛行機でリマ出焚，トルビヨに向ふ．同行はエリ
クソン博士と，陸軍地理局長デアンデラス中佐（前記モスタホ博士は差支へ，
其の代りである）それに中日禽の三下氏と，皆で4人である．飛行機は海岸
に滑って予行するのであるが，氣流がおだやかで，少しも揺れす，極めて心
地が良い．機の高さは約500米ぐらゐが？眼下の景色はベル1國の砂濱，砂
原，砂山等を丁丁なく見せてくれる．：實に全く沙漠で，其の間に三々と耕地
や人家があるのみ．
　12時，チンボテに一一時着陸．此の時，當地の日本人會の人々10人ばかりに
挨拶した．此の邊は日食中心線に近いので，重要な所である．
　13時過ぎ，無事トルビヨの飛行揚に到着．多敷の人々に迎えられ，帝國名
轡領事館力1ロス・ラルコ氏邸に入る．午餐後，少時休息・
　16時頃，特に當地方の地理事情に通する日秘人敷名に來て頂いて，豫備的
の研究の意味で懇談した・やはb，高い山頂に登れば霧が避けられると主張
する人があるが，どうも日食観測術の大がかりなことを知らないらしい．無
理もないことである．
　19時，ラルコ氏主催，吾々一行漱迎の意味で，知事，市長，二丁総長，軍
門長等官民有力者20丁目かりを招き，盛大な晩餐會が開かれ，夜掌近くにま
で及んだ．
　5月15日（土曜日）
　：吾々一行4入と當地H本入會員藪名とで，自動車2憂に分乗’して，日食槻測
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の候補地を見にまはる．まつ今朝はトルビヨ市の北部セロ・カンパ1ナの北
麓，ワンチャコの丘や濱遊，チャンチャン古蹟のあたりをドライブしたが，
至る所砂地で，交通は不便では無さそうだが，バラックなど建てる二合には
多少の困難があると思はれる．中にセロ・カンパ1ナの北と，ワンチャコの
濱とが最も良いと思はれた．
　午後はラルコ氏も同行して頂v・て，トルビョ市の東部帥ち’ナンタ・カタリ
1ナ谷あたりをドライヴしたが，川のためサント・ドミンゴ村への道が無く
なってみる場所などにあひ，何の帆掛もなくて引き上げた．
警建窯論辮．
灘ζ瓢∴一＿／t．t》　、：．・網目：
5月16日（日曜日）
休日であるけれど，朝9時ラルコ氏邸を出獲し，
に向ふ．日本人會員たちが増して，今日は自動車3憂である．
（???ャ????）
トルビヨの南部各地硯察
　デリシャス村からサラベリ濱に出で，昨tlヨナ博士の著書を購られたホイ
レ氏の事務所を訪ひて謝意を表し，それからグワニヤペ岬へ行くため，長い
海濱の水際を強行突破したのであるが，砂の中に車輪が埋まって進退谷まっ
たこと南3度．實に珍らしい経験をした！
　13時頃，非ル1の1町に入って，島氏の家で少憩，午餐を頂き，それから又，
附近の地勢を見てまはったが，やはり何所も砂々々で，大して良い槻測候補
地は見つからす，途に共のまし又砂の高原を突破して，日門下サラベリに引
き返し，19時頃トルビヨ市の領事邸に麟着した．
皆可なり疲れたが，しかし時Nの絵裕もないので，晩餐後，21時頃から鴬
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地の日本人會員20名ばかりに來集して頂き，當地方の交通，通信，住居，氣
象，時候等々について，槻測上必要なことがらを聴取し，リマの委員會への
戟告の材料とした，
　5月17日（月曜日）
　今日はリマへ細るのであるが，良候補地のf…一■としてワンチャコ濱の弄クト
ル・ラルコ館を今一渡詳しく見ておく必要があると感じ，今朝10時から，カ
1ロス・ラルコ氏同道で再び車を飛ばした・此のラルコ館は近年は主として
夏期の遊覧客のためにのみ用ゐられる由で，今は全く開いてみる．中には大
小の室が20個もあり，廣さも充分で，萬事非常に好條件のものと思はれる．
一天氣も，このトルビ互市附近は，リマ附近と違ひ，朝夕の霧の心配もな
く，殊に午後と夜とは，5－6月の候にも晴天が多いことが明らかになった．
　正午トルビヨに節り，午餐後，13時半獲のフオセト機で4人打ち揃ひ，直
行してリマに蹄る．途中，カスマあたりから雲があったので，飛行機は2000
米ぐらみの高さを飛び績け，16時にリマに着陸，直ちにホテル・ポリ1ブに
蹄つた．（つL“く）
…?…．
　　　　　　　　地　方　係　の　設置
　本部と支部，地方委員，會員との緊密な連絡及び本部より支部，
地方委員への指導，授助を計るために地方係を置きます．地方係
は役員會に直属し，委員は理事大ロ周作，宇野良雄の2氏，事務は
京都市上京匠紫竹西南町55，宇野良雄方にて執ります・本楯の方
針，各地方の情報をL天界「に褒表し，漸次活動を始める豫定です・
地方委員，會員諸氏の御協力を望みます．
　各地の天文情報，支部通信，會息清息，本部に封ずる希望等を
毎月末までに宇野良雄宛お遷り下さV・，（1937年9月）
　　　　　　　　　　エンケ彗星登見さる
　玄る9月3日，米國リク天文藁のジェファス博士はクロスリ反射鏡によって，
待望のエンケ彗星を磯見した．位置はマトキ1ヰツ氏の豫報に極めて近く・
光度は18級である．写れは今年度の第8星で，1937hと假稻せられる・近日
黙通過は1937年末である，
